





葛飾区児童育成支援拠点事業費助成制度に
係るプロポーザル方式による団体選定

提　案　書







団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



作成上の注意
①　設問内容に沿って、貴団体の提案事項を記載すること。図表等の使用も可能とする。
②　各記載項目については、１問につきＡ４判縦片面刷りに収まるものとする。
③　フォントサイズは10ポイントとする。
④　正本には、表紙に団体名を記載し提出すること。
　　副本については、提案書表紙を含む全ての提出書類に、団体名等が特定又は類推できる記述やロゴマーク等の記載はしないこと。
⑤　本頁は書類を提出する際、消去してもよい。















【様式２】


１　事業の理解度
　⑴　施策理解について
　　　国及び葛飾区における養育環境等に課題のある子どもを対象とした支援施策について、具体的な事例を挙げた上で、施策の背景、目的及び課題に関する理解を記載してください。


	




１　事業の理解度
　⑵　事業理解について
　　　児童育成支援拠点事業の目的及び趣旨についてどのように理解しているか記載してください。また、その理解に基づき、具体的な基本方針を示すとともに本事業の意義や期待される成果について記載してください。


	



１　事業の理解度
　⑶　業務実績について
　　　学齢期以降の児童を対象とした居場所の提供、生活習慣の形成支援その他これに類する業務の実績について記載してください。なお、養育環境等に課題のある子どもを対象とした実績がある場合は、当該事業の内容についても具体的に記載してください。

	




１　事業の理解度
　⑷　支援理念について
　　　子どもの最善の利益を実現する観点から、日常の支援において重視する価値観及び支援方針について、具体的な実践内容を含めて記載してください。



	




２　支援内容
　⑴　居場所の提供について
　　　子どもが安心して過ごすことができる環境づくり（個々の児童への配慮、見守り体制、過ごし方の工夫、利用ルール、雰囲気づくり等）について、具体的な実践内容を含めて記載してください。


	




２　支援内容
　⑵　生活習慣の形成支援について
　　　基本的生活習慣（挨拶、食事、手洗い・うがい等の健康管理、身だしなみ、入浴、生活リズム等）の定着に向けた具体的な支援方法及び実施体制について記載してください。


	




２　支援内容
　⑶　学習の支援について
　　　児童一人一人の学びに寄り添うことを念頭に、学習意欲の向上及び基礎学力の定着などに向けた具体的な支援方法並びに個別の特性や課題に応じた対応の考え方について記載してください。


	




２　支援内容
　⑷　食事の提供について
　　　食事の提供方法、衛生管理、栄養面への配慮、食事を通した家庭環境の把握及び安全確保の観点からの具体的な実施方法について記載してください。



	



２　支援内容
　⑸　課外活動について
　　　子どもの体験機会の充実及び社会性の育成、自己肯定感・自己有用感の向上を目的とした活動について、具体的な内容、実施方法及び安全管理体制を記載してください。


	



２　支援内容
　⑹　関係機関との連携について
　　　学校、医療機関、地域団体等の関係機関との連携について、情報共有の方法、役割分担及び支援へのつなぎ方等の観点から、具体的な連携方法を記載してください。


	



２　支援内容
　⑺　保護者への相談支援について
　　　保護者への相談支援について、相談受付の方法、支援内容、対応体制及び必要に応じた関係機関への連携方法について記載してください。



	



３　事業実施方法・体制
　⑴　開所予定日及び開所準備について
　　　開所予定日を明確に示した上で、当該予定日に確実に開所するために必要な準備項目、実施手順及びスケジュールについて具体的に記載してください。



	



３　事業実施方法・体制
　⑵　定員、開所日及び開所時間について
　　　想定する利用児童の生活実態やニーズを踏まえ、定員、開所日及び開所時間の設定した理由を具体的に記載してください。



	



３　事業実施方法・体制
　⑶　職員配置について
　　　別紙の職員配置計画書を前提として、日常の運営における役割分担及び職員間の連携方法について記載してください。また、児童の状況に応じた支援を行うに当たり、各職員の専門性をどのように活かすかについて具体的に記載してください。

	



３　事業実施方法・体制
　⑷　バックアップ体制について
　　　欠員、事故、災害等の緊急時における対応体制について、代替要員の確保方法、指揮命令系統、関係機関との連携を含めて具体的に記載してください。また、事業を継続するための対応手順や平時からの備え（マニュアル整備、訓練等）についても併せて記載してください。

	



３　事業実施方法・体制
　⑸　職員への研修計画について
　　　職員の資質向上及び支援の質の確保を目的とした研修計画について、研修内容、実施頻度及び実施方法（外部研修の活用、内部研修等）を具体的に記載してください。
　　　また、研修成果をどのように日常の支援に反映させるかについても記載してください。
	



３　事業実施方法・体制
　⑹　施設計画（諸室配置等）について
　　　施設の立地や周辺環境を踏まえ、周辺住民への配慮や理解促進に関する考え方を示した上で、各諸室の面積、配置及び動線について、図面等を用いて具体的に記載してください。なお、面積については、本事業の実施に係る専用スペースの面積及び施設全体の面積が分かるように記載してください。また、本事業の実施に必要な諸室の確保や、利用児童の安全性及び利便性の確保の観点から工夫している点について記載してください。
	


３　事業実施方法・体制
　⑺　個人情報の取扱い（漏えい時対応含む）について
　　　個人情報の取得、利用、保管及び廃棄の実施方法及び運用ルールについて、具体的に記載してください。また、管理体制及び情報アクセス管理等の方法について記載してください。さらに、個人情報の漏えい等の事故が発生した場合を想定し、発生時の対応体制及び対応手順について具体的に記載してください。

	




３　事業実施方法・体制
　⑻　安全対策について
　　　児童の安全確保と事故防止を図るための安全対策について、日常的な施設内外の安全点検の実施方法、職員に対する訓練計画、児童への安全指導及び保護者との連携のあり方について具体的に記載してください。


	




３　事業実施方法・体制
　⑼　緊急時及び災害発生時等における危機管理体制について
　　　トラブル又は事故発生時における初動対応及び報告体制、災害発生時における児童の安全確保と避難体制、有事における支援の継続・早期再開に向けた業務継続計画（ＢＣＰ）の考え方及び体制について、具体的に記載してください。
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